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（2）                        おかやまの子ども会              第 80 号        

子
ど
も
達
は
子
ど
も
会
に
入
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
か
？
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
方

は
子
ど
も
会
と
関
わ
っ
て
、
子
ど
も
会
か
ら

何
か
一
つ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
か
？ 

昨
今
、
子
ど
も
会
を
は
じ
め
、
町
内
会
・

自
治
会
等
い
わ
ゆ
る
社
会
団
体
等
へ
の
加

入
者
減
少
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。 

子
ど
も
が
主
体
の
子
ど
も
会
は
、
青
少
年

健
全
育
成
団
体
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
役

目
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
基
本
と

な
る
単
位
子
ど
も
会
で
の
諸
活
動
で
は
、
何

と
云
っ
て
も
子
ど
も
達
に
と
っ
て
「
楽
し
い

子
ど
も
会
活
動
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
為
に
は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
に
よ

る
子
ど
も
の
た
め
の
活
動
が
大
原
則
で
あ

り
、
私
た
ち
保
護
者
、
い
わ
ゆ
る
育
成
指
導

者
は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
達
へ
の
側
面
的

な
支
援
や
指
導
に
徹
す
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

 
 

      

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
で
は
、
単
位 

子
ど
も
会
だ
け
で
は
決
し
て
出
来
な
い
事

業
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
、
子
ど
も
会
活
動
中
に
於
け
る

事
故
の
未
然
防
止
に
向
け
て
の
研
修
会
開

催
や
、
県
内
各
地
か
ら
異
年
齢
の
友
だ
ち
が

参
加
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
催
行
や
、
Ｋ
Ｙ

Ｔ
登
山
、
子
ど
も
大
会
等
々
の
諸
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

子
ど
も
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て

も
、
学
校
や
他
団
体
で
は
決
し
て
学
び
と
れ

な
い
「
貴
重
な
宝
」
を
一
つ
で
も
多
く
、
是

非
と
も
子
ど
も
会
か
ら
得
て
く
だ
さ
い
。 

お
互
い
に
身
近
な
未
加
入
者
へ
、「
子
ど

も
会
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ
」
を
伝
え
る

声
掛
運
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

     
 

 

    

  

平
成
29
年
6
月
18
日
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に

於
い
て
、 

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
代
理 

中
山 

均 
 

様 

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
副
課
長 

栗
原 

宏
之 

様 

岡
山
県
議
会
議
員 

小
野 

泰
弘 

様 

岡
山
県
議
会
議
員(

県
子
連
参
与) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓮
岡 

靖
之 

様

の
御
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
第
4

6
回
（
平

成
2

9
年
度
）
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
）・

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
澤
会
の

挨
拶
の
後
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
て
団
体
・

個
人
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

       

      

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

(

社)

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
表
彰 

 

子
ど
も
会 畑

の
前
子
ど
も
会
（
倉
敷
市
） 

道
口
西
子
ど
も
会
（
倉
敷
市
） 

 
 
 

楢
原
中
子
ど
も
会
（
美
作
市
） 

 
 

 

八
長
若
あ
ゆ
子
ど
も
会
（
高
梁
市
） 

井
谷
西
子
ど
も
会
（
高
梁
市
） 

 
 
 

入
江
子
ど
も
会
（
笠
岡
市
） 

茂
平
子
ど
も
会
（
笠
岡
市
） 

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
感
謝
状 

 

子
ど
も
会
育
成
指
導
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー 

梶
原 

仁
（
倉
敷
市
） 

武
井
真
一
（ 

〃 

） 

山
本
育
子
（ 

〃 

） 

大
本
博
美
（
笠
岡
市
） 

宮
野
千
津
子
（
笠
岡
市
） 

   

第
46
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
） 

平
成
29
年
度
定
期
総
会 

開
催 

子
ど
も
会
か
ら
学
ぶ
も
の 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会 

会
長 

赤
澤
正
基 
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(
福)

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
表
彰 

 

子
ど
も
会 

阿
原
・
西
川
尻
子
ど
も
会(

倉
敷
市) 

 

 

子
ど
も
会
育
成
指
導
者 

日
畑 
敏
彦 

(

倉
敷
市) 

安
藤 

彰
英 

(

津
山
市) 

近
藤 

昌 
 

(  
〃 

) 

影
山 

忠
孝 

(  
〃 

) 

河
本 

一
二 

(  

〃 
) 

片
田 

直
和 

(  

〃 
) 

堀
内 

一
生 

(  

〃
Ｊ
Ｌ) 

佐
古 

和
紀 

(  

〃
Ｊ
Ｌ) 

島
田 

怜
果 

(

高
梁
市) 

 

表
彰
の
後
、
総
会
が
行
わ
れ
28
年
度
の
事

業
結
果
及
び
決
算
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
29

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

          

                        

                       

 

 

2
月
23
～
25
日
（
金
～
日
） 

1
月
21
日
（
日
） 

12
月
8
日
（
金
） 

12
月
17
日
（
日
） 

11
月
18
～
19
日
（
土
・
日
） 

11
月
17
日
（
金
） 

 

10
月
29
日
（
日
） 

9
月
9
～
10
日
（
土
・
日
） 

8
月
18
～
21
日
（
金
～
日
） 

7
月
29
～
30
日
（
土
・
日
） 

6
月
18
日
（
日
） 

6
月
3
日
（
土
） 

5
月
30
日
（
火
） 

5
月
12
日
（
金
） 

5
月
11
日
（
木
） 

4
月
21
日
（
金
） 

日 

時 

第
51
回
全
子
連
育
成
研
中
央
会
議 

県
子
連
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修Ⅱ

 

県
子
連
理
事
会
（
第
2
回
） 

第
46
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会 

第
48
回
中
・
四
育
成
研
究
大
会 

中
・
四
国
地
区
第
2
回
理
事
会 

県
子
連
Ｋ
Ｙ
Ｔ
登
山 

桃
太
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車

2017 

中
・
四
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
大
会 

県
子
連
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修Ⅰ

 

県
子
連
定
期
総
会 

中
・
四
国
第
1
回
理
事
会 

全
子
連
総
会 

県
子
連
理
事
会
（
第
1
回
） 

中
・
四
国
事
務
担
当
者
会
議 

県
子
連
事
務
担
当
者
会
議 

行 

事 

名 

滋
賀
県 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

津
山
市 

鳥
取
県(

大
山) 

鳥
取
県(

大
山) 

鏡
野
町(

泉
山) 

関
西 

広
島
県(

福
山) 

備
前
市
閑
谷
学
校 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

東
京 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

開 

催 

地 

平
成
29
年
度
事
業
計
画 
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第
5
回
K

Y

T
登
山
11
月
6
日 

前
回
、
7

9
号
の
新
聞
で
約
束
し
た
第

五
回
県
子
連
K

Y

T
登
山
の
報
告
で
す
。 

今
回
は
、
昨
年
雨
で
中
止
に
な
っ
た
真
庭
市

湯
原
町
の
櫃
ヶ
山
に
11
月
6
日
挙
行
さ
れ

ま
し
た
そ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

11
月
6
日
朝
集
合
場
所
と
な
る
湯
原
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
国
道
3

1

3
号
線

を
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
広
場
に

集
合
し
て 

  

い
よ
い
よ
展
望
至
上
の
「
湯
原
富
士
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
標
高
9

5

3

.

5
メ
ー
ト

ル
の
頂
上
を
目
指
し
て
出
発
で
す
。

 

登
山
口
の
標
識
を
斜
め
右
上
方
向
に
登
っ

て
道
の
曲
が
り
に
沿
っ
て
進
む
。
孟
宗
竹
の

藪
の
道
か
ら 

ヒ
ノ
キ
林
の
急
な
山
肌
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道

を
北
方
へ
辿
る
。 

道
は
尚
も
林
の
中
を
北
東
へ
ま
だ
ま
だ
元

気
な
参
加
者
。 

し
か
し
、
ジ
グ
ザ
グ
に
登
っ
て
尾
根
筋
を
通

る
頃
に
は
言
葉
も
少
な
く 

 

 

9
時
45
分
五
合
目
着
。
休
憩
を
す
れ
ば
気

分
は
楽
に
な
る
。
笹
や
茅
の
急
坂
を 

二
度
程
直
登
す
る
。 
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前
回
の
雨
で
足
元
が
ぬ
か
る
ん
で
登
り
に

く
い
。
な
ん
と
か
六
合
目
に
着
く
と
全
員
疲

れ
も
ピ
ー
ク
に
事
務
局
長
も
・
・
・
。  

ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
七
合
目
を
抜
け
て
、

右
に
「
天
狗
の
森
」
と
記
さ
れ
た 

 

道
に
入
る
と
、 

ブ
ナ
・
カ
ツ
ラ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
大
木
の
原

生
林
の 

 

登
山
道
を
行
く
と 

「
天
狗
の
森
」
に
到
着
。
お
昼
に
は
ま
だ
ま

だ
早
い
が
雨
脚
も
少
し
早
く
な
っ
た
の
で

小
さ
な
お
堂
の
な
か
な
か
開
け
に
く
い
木

戸
を
開
け
て
、
中
で
休
憩
と
昼
食
の
時
間
を

摂
る
。
中
は
！！！ 

 

天
狗
が
い
て 

 

大
き
な
下
駄
が
・
・
・ 
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そ
の
側
で 

食
事
を
し
て
A

M

11

:

10
お
堂
を
後
に

し
て
再
び
カ
ツ
ラ
の
大
木
の
横
を
通
っ
て

雨
で
ぬ
か
る
ん
だ
道
を
這
う
よ
う
に 

 

登
っ
て 

 

階
段
を
登
る
と
山
頂
で
あ
る
。 

 

こ
の
階
段
は
、
寄
進
し
た
人
の
名
前
が
北
は

北
海
道
札
幌
市
か
ら
岡
山
は 

 

玉
野
市
の
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

 

そ
し
て
い
よ
い
よ
山
頂
で
の
集
合
写
真
。 

雨
と
風
の
中
濃
霧
と
も
や
で
周
り
は
全
く

見
え
な
い
ま
ま
下
山
へ
。 
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滑
り
や
す
い
足
元
を
注
意
し
な
が
ら 

  

 

広
葉
樹
の
林
を
谷
川
沿
い
に
下
る
と 

 

見
事
な
紅
葉
に
ホ
ッ
と 

一
息
つ
き
な
が
ら 
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足
並
み
も
や
や
軽
や
か
に
下
っ
て
い
く
と

「
大
庭
皿
」
集
落
跡
地
の
石
垣
が
点
在
し
て

い
た
。 

 

(

カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
が
雨
の
水
滴
で
う
ま
く

写
っ
て
な
い
の
で
ご
め
ん
な
さ
い) 

こ
こ
よ
り
、
竜
頭
の
滝
の
音
を
聞
き
な
が
ら 

 

や
っ
と
の
思
い
で
国
道
に
出
る
こ
と
が
出

来
た
。
や
っ
た
や
っ
た
と 

 

喜
ぶ
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
。 

国
道
か
ら
見
上
げ
る
櫃
ヶ
山
は
や
は
り
頂

上
は
雲
の
中
で
見
え
な
か
っ
た
。
朝
の
集
合

場
所
に
つ
い
た
後
、
近
く
の
足
温
泉
へ
。 

 

こ
こ
で
入
浴
後
、
登
山
前
の
四
つ
の
点
検
、

登
山
中
の
九
つ
の
危
険
の
K

Y

T
の
勉
強

会
。
午
後
4
時
半
、
第
五
回
K

Y

T
登
山

の
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。 

参
加
し
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
面
白
さ

が
あ
り
ま
し
た
。 

          


